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脚注オプション―レイアウト

○本文＝14Q、行間10H　　○脚注＝11Q、行間 6 H

○「書式」→「脚注オプション」→「レイアウト」
　●�「スペーシングオプション」欄の「最初の脚注の前の最小スペースを「2.5mm」とする
　　（デフォルト＝ 0 mm）
　　※本文の行間（10H＝2.5mm）とする（実際には「2.5mm＋ハンパ」となる）
　●「前境界線」欄の「オフセット」を「0.5mm」とする（デフォルト＝ 0 mm)）
　　※脚注の行間（ 6 H）よりやや広いめの ８ Hにするため、 ８ H－ 6 H＝ 2 H＝0.5mmと入力する。

※上記設定値は、日本エディタースクール編『新編出版編集技術』22８ページを参考に、換算した。


